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アジア の窓

　
二
〇
〇
四
年
の
中
国
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

は
、
当
初
の
発
表
よ
り
一
六
・
八
％
も
多
い
こ
と
が
判

明
し
た
。
こ
の
結
果
、
〇
四
年
の
経
済
成
長
率
は
九
・

五
％
か
ら
一
〇
・
一
％
へ
と
〇
・
六
ポ
イ
ン
ト
上
方
修

正
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
今
回
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
修
正
は
、
中
国
が
〇
四
年
十
二
月

に
実
施
し
た
最
初
の
全
国
規
模
で
の
経
済
セ
ン
サ
ス
の

結
果
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
今
回
の
経
済
セ
ン

サ
ス
は
、
主
に
第
二
次
と
第
三
次
産
業
を
対
象
と
し
た

も
の
で
、
調
査
に
は
一
三
〇
〇
万
人
が
動
員
さ
れ
、
二

〇
億
元
の
経
費
が
投
入
さ
れ
て
い
る
。

　
〇
四
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
当
初
発
表
値
よ
り
二
兆
三
〇

〇
〇
億
元
の
増
加
と
な
っ
た
が
、
そ
の
九
三
％
は
第
三

次
産
業
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、

〇
四
年
の
産
業
別
構
成
比
は
第
一
次
十
三
・
一
％
、
第

二
次
四
六
・
二
％
、
第
三
次
四
〇
・
七
％
と
な
っ
た
。

　
こ
の
セ
ン
サ
ス
の
結
果
は
、
中
国
で
も
第
三
次
産
業

が
急
速
に
発
展
し
て
い
る
こ
と
、
〇
四
年
に
は
イ
タ
リ

ア
を
抜
い
て
世
界
第
六
位
の
経
済
大
国
に
な
っ
た
こ
と

な
ど
を
教
え
て
く
れ
る
が
、
同
時
に
第
三
次
産
業
の
集

中
す
る
都
市
と
そ
の
発
展
の
遅
い
農
村
と
の
所
得
格
差

が
よ
り
拡
大
し
た
こ
と
を
も
示
唆
し
て
い
る
。（
Ｈ
Ｋ
）

中
国
・
国
内
総
生
産
を
上
方
修
正

訂
正
と
お
詫
び

　
本
誌
第
一
二
〇
号 (

一
ペ
ー
ジ
中
段) 

の
『
文
藝
春

秋
』
平
成
十
七
年
九
月
号 

は 

平
成
十
七
年
十
月
号

の
誤
り
で
し
た
。
こ
こ
に
訂
正
し
お
詫
び
致
し
ま
す
。
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中
国
は
台
湾
に
パ
ン
ダ
を
「
平
和
と
団
結
」
の
象
徴

と
し
て
贈
る
。
台
湾
側
は
受
入
れ
を
決
定
し
て
い
な
い

が
、
台
湾
住
民
に
は
歓
迎
ム
ー
ド
が
強
い
と
い
う
。
陳

水
扁
政
権
は
「
統
一
工
作
と
し
て
パ
ン
ダ
問
題
を
操
っ

て
い
る
」
と
し
て
警
戒
感
を
示
し
た
。
（
サ
ン
ケ
イ
新

聞
１
月
７
日
付
け
）
。

　
日
本
に
は
日
中
国
交
回
復
直
後
の
一
九
七
二
年
十
一

月
に
贈
ら
れ
、
熱
狂
的
な
パ
ン
ダ
ブ
ー
ム
が
起
き
た
。

当
時
は
、
現
在
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
よ
う
な
日
中
友

好
ム
ー
ド
で
あ
り
、
パ
ン
ダ
は
そ
の
愛
ら
し
さ
に
よ

り
、「
善
意
」
の
国
家
と
し
て
の
中
国
の
イ
メ
ー
ジ
を

高
め
る
の
に
貢
献
し
た
。

　
中
国
お
得
意
の
パ
ン
ダ
外
交
が
久
し
ぶ
り
に
展
開
さ

れ
た
わ
け
だ
。
台
湾
へ
の
パ
ン
ダ
贈
呈
は
、「
善
意
」

だ
け
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
政
治
性
が
極
め
て
強
い

こ
と
は
、
昨
年
五
月
の
国
民
党
の
連
戦
主
席
訪
中
を
受

新
・
パ
ン
ダ
外
交

け
て
の
決
定
で
あ
る

こ
と
か
ら
明
ら
か
で

あ
る
。

　
中
国
は
、「
贈
り

物
」
を
効
果
的
に

使
っ
た
外
交
が
得
意

だ
。
台
湾
に
は
パ
ン

ダ
を
利
用
し
た
が
、

多
く
の
国
と
の
外
交

で
は
「
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自

由
貿
易
協
定
）」 

が
使
わ
れ
て
い
る
。
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
貿
易
を

発
展
す
る
た
め
の
手
段
だ
が
、
米
国
な
ど
政
治
的
な
目

的
で
活
用
す
る
国
も
あ
る
。
中
国
も
そ
の
一
国
で
あ

り
、
安
全
保
障
、
資
源
確
保
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
時
の
差
別

是
正
な
ど
を
目
的
に
二
七
カ
国
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
を
行
っ

て
い
る
。

　
資
源
国
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
典
型
が
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
や

ク
ウ
ェ
ー
ト
な
ど
中
東
の
産
油
国
六
カ
国
で
構
成
さ
れ

る
Ｇ
Ｃ
Ｃ
（
湾
岸
協
力
会
議
）
と
の
交
渉
で
あ
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
確
保
が
そ
の
狙
い
で
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
や
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
は
、
中
国
を
市

場
経
済
国
と
認
定
さ
せ
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
時
の
差
別
を
改

め
る
の
に
成
功
し
た
。
中
国
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
外
交
が
効
果
的

な
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
巨
大
で
高
成
長
を
続
け

る
市
場
を
背
景
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
市
場
」

の
魅
力
を
具
現
化
し
て
い
る
の
が
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
あ
り
、
中

国
外
交
の
強
力
な
カ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
。

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
対
し
て
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
特
産
品

で
あ
る
熱
帯
果
実
な
ど
農
産
品
を
早
期
に
自
由
化
（
中

国
市
場
を
開
放
）
す
る
こ
と
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
側
に
譲
歩

し
た
。
中
国
の
外
交
巧
者
ぶ
り
は
定
評
が
あ
る
が
、
自

国
の
魅
力
を
効
果
的
に
活
用
し
て
い
る
。

　
日
本
は
、
ア
ジ
ア
の
先
進
国
と
し
て
「
援
助
」
を
外

交
カ
ー
ド
の
一
つ
と
し
て
き
た
。
し
か
し
、
東
ア
ジ
ア

で
は
、
経
済
発
展
に
よ
り
援
助
か
ら
卒
業
す
る
国
が
増

え
つ
つ
あ
る
。
Ｆ
Ｔ
Ａ
外
交
が
農
業
問
題
に
よ
り
機
動

的
に
展
開
で
き
ず
、
援
助
も
従
来
に
比
べ
外
交
カ
ー
ド

と
し
て
の
魅
力
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
。
ア
ジ
ア
と
の
外
交

カ
ー
ド
と
し
て
何
が
日
本
の
魅
力
な
の
か
、
考
え
る
べ

き
時
期
が
き
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
（
ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
・
石
川
幸
一
）


